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68 
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
金
入
嬬
珍
胴
着
の
修
理
こ
の
胴
着
の
表
裂
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
平
金
糸
入
り
嬬
珍
裂
は
、
地
組
織
の
経
糸
が
こ
げ
茶
色
で
、
鉄
媒
染
で
あ
っ
た
た
め
に
著
し
い
朽
損
状
態
(
挿
図
7
|
美
術
研
究
三
三
四
号
七
頁
l
)
を
資
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
裏
裂
の
紅
平
絹
が
多
少
の
槌
色
を
除
い
て
は
完
全
に
近
い
と
い
っ
た
良
好
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
図
版
印
a
・
b
、
及
び
美
術
研
究
三
三
四
号
図
版
V
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
に
ま
で
修
理
の
手
を
加
え
、
形
状
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
為
に
用
い
た
糸
は
、
美
術
研
究
三
三
四
号
図
版
V
に
見
ら
れ
る
、
縦
方
向
に
殆
ど
等
間
隔
の
大
針
目
で
、
浮
い
て
い
る
緯
糸
を
押
さ
え
留
め
て
あ
る
糸
が
そ
れ
で
、
色
は
白
、
極
め
て
細
い
Z
撚
の
絹
糸
で
あ
る
。
こ
の
胴
着
は
、
袷
仕
立
で
あ
っ
た
か
ら
修
復
に
際
し
て
中
入
綿
の
取
扱
い
の
手
聞
が
な
く
、
更
に
、
裏
裂
が
槌
色
は
あ
る
も
の
の
裂
地
の
欠
損
や
朽
損
は
殆
ど
な
い
良
好
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
朽
損
の
著
し
い
表
裂
の
形
状
を
、
こ
の
裏
裂
の
形
を
基
準
に
、
そ
れ
に
合
わ
せ
整
え
る
方
法
が
採
れ
た
た
め
、
当
初
の
形
状
を
見
当
づ
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
仮
に
綿
入
仕
立
て
の
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
使
用
度
、
仕
立
方
、
保
存
法
等
で
、
中
に
入
れ
て
あ
る
綿
の
形
状
は
伸
縮
や
片
寄
り
方
、
薄
れ
方
等
、
実
に
さ
ま
ざ
下
神
谷
子
仙川一木
ま
で
、
形
状
を
整
え
る
だ
け
の
修
復
で
あ
っ
て
も
手
の
か
か
る
場
合
が
多
い
か
ら
、
こ
の
胴
着
の
よ
う
に
表
裂
が
緯
糸
だ
け
の
線
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
中
に
綿
が
入
っ
て
ひ
と
え
い
な
い
仕
立
で
あ
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
胴
着
が
車
衣
仕
立
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
経
糸
が
朽
損
し
て
殆
ど
が
失
わ
れ
て
い
る
か
、
残
っ
て
い
て
も
触
れ
、
ば
し
よ
う
粉
塵
と
化
し
て
し
ま
う
性
の
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
胴
着
は
、
ふ
さ
い
わ
ば
緯
糸
の
線
状
の
物
の
一
塊
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
以
っ
て
し
て
、
当
初
の
形
状
を
知
ろ
う
と
は
至
難
の
わ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
真
に
裏
裂
が
よ
い
状
態
の
袷
仕
立
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
胴
着
に
と
っ
て
、
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
修
理
成
つ
て
の
重
量
は
三
九
0
グ
ラ
ム
。
な
お
、
本
稿
「
上
」
(
美
術
研
究
三
三
四
号
)
所
載
の
、
こ
の
ω金
入
嬬
珍
胴
着
の
法
量
・
実
測
図
は
す
べ
て
修
理
後
の
も
の
で
あ
る
。
四
白
麻
地
波
文
様
胴
着
と
三
つ
葉
葵
文
様
藍
型
染
胴
着
二
領
の
復
元
模
造
)
 
唱
E
A(
 
白
麻
地
波
文
様
胴
着
の
復
元
模
造
用
布
等
準
備
お
う
註
6
原
品
は
苧
績
み
し
た
苧
麻
糸
で
織
っ
た
上
布
で
あ
る
が
、
こ
の
復
元
模
造
品
は
、
近
年
そ
の
種
の
裂
地
は
、
糸
作
り
の
技
術
者
が
減
少
し
、
上
質
の
も
の
は
入
手
困
難
で
も
あ
り
、
価
格
も
極
め
て
高
価
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
復
元
模
造
品
に
は
ラ
ミ
!
と
称
さ
れ
る
輸
入
苧
麻
の
紡
績
糸
を
用
い
た
裂
地
を
使
用
し
た
。
従
っ
て
、
苧
麻
製
品
で
は
あ
る
が
、
風
合
も
、
使
用
に
耐
え
う
る
度
合
も
、
上
布
と
は
格
段
に
品
質
の
落
ち
る
も
の
を
使
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
復
元
模
造
の
試
作
と
い
っ
た
意
味
合
い
か
ら
は
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
点
で
意
見
が
一
致
し
、
実
行
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
通
称
ラ
ミ
ー
の
白
生
地
、
布
幅
三
六
セ
ン
チ
の
も
の
を
、
日
光
山
輪
王
寺
、
共
立
女
子
大
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
の
三
ケ
所
分
作
成
の
た
め
に
一
枚
分
に
約
七
メ
ー
ト
ル
必
要
な
計
算
か
ら
、
七
メ
ー
ト
ル
の
三
倍
、
即
ち
二
一
メ
ー
ト
ル
に
試
験
染
用
分
を
加
え
て
準
備
し
た
。
そ
れ
と
別
襟
用
に
、
原
品
の
襟
に
色
目
や
文
様
の
雰
囲
気
が
近
似
し
た
も
の
を
探
し
て
準
備
し
た
。
そ
の
椴
子
は
、
一
枚
の
胴
着
に
幅
二
六
セ
ン
チ
の
も
の
が
約
五
五
セ
ン
チ
必
要
で
あ
る
の
で
、
そ
の
三
倍
の
量
が
用
意
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
白
平
絹
と
茶
色
金
糸
入
組
紐
を
準
備
す
る
。
正面全図a 
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
下
染
原
品
の
波
文
様
は
、
文
様
が
胴
着
の
縫
目
を
渡
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
絵
羽
仕
立
て
で
あ
り
、
絵
羽
の
友
禅
の
場
合
と
同
様
に
、
先
ず
裂
地
を
裁
断
し
て
仮
仕
立
て
を
し
、
フ
リ
l
ハ
ン
ド
の
下
絵
付
け
が
な
き
れ
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
糊
置
も
フ
リ
i
ハ
ン
ド
の
両
面
糊
置
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
(
本
稿
l
上
l
、
美
術
研
究
三
三
四
号
三
頁
の
こ
の
原
品
の
「
染
色
」
の
項
参
照
)
グ〉
通
り
で
あ
る
が
、
今
回
こ
の
復
元
模
造
に
当
っ
て
は
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
で
は
、
四
兄
弟
の
手
し
た
。
で
、
こ
の
絵
羽
模
様
の
型
紙
を
作
成
し
て
、
型
紙
使
用
の
両
面
糊
置
を
し
、
藍
に
浸
染
し
て
染
色
仕
立
て
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
研
究
室
で
、
栗
原
弘
子
教
授
、
河
村
ま
ち
子
助
教
授
指
導
の
も
と
に
仕
立
て
ら
れ
た
日
光
山
輪
王
寺
に
納
め
ら
れ
る
復
元
模
造
と
共
立
女
子
大
学
服
飾
資
料
館
用
の
復
元
模
造
の
二
領
も
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
分
の
松
原
八
光
氏
の
と
も
子
夫
人
の
手
で
仕
立
て
ら
れ
た
復
元
模
造
一
領
も
、
原
品
の
仕
立
て
に
殆
ど
の
箇
所
を
忠
実
に
行
っ
た
。
具
体
的
に
述
蔵
べ
る
な
ら
ば
、
仕
立
て
が
う
ぶ
(
そ
の
胴
着
の
当
寺組
初
の
仕
立
て
で
、
後
に
仕
立
て
か
え
や
大
が
か
り
な
削
補
修
の
手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
。
)
で
あ
る
の
で
、
口
U
当
初
の
仕
立
て
と
し
て
の
観
察
を
行
い
、
そ
の
百正面下前を見せる
c 背面全図
挿図10 復元模造白麻地波文様胴着
方
法
に
従
っ
た
。
実
物
観
察
上
で
の
法
量
が
、
左
右
相
称
の
箇
所
に
お
い
て
、
多
少
違
い
が
あ
る
場
合
は
そ
の
差
異
に
特
別
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
な
い
と
き
は
、
仕
立
て
た
時
の
誤
差
や
後
の
裂
地
の
縮
み
等
と
考
え
て
、
適
当
と
思
わ
れ
る
方
の
寸
法
を
採
っ
て
仕
立
て
た
。
た
だ
、
原
品
は
布
幅
が
三
七
セ
ン
チ
前
後
あ
る
が
こ
の
69 
美
術
研
'7'n 
.:n. 
/、
号
第
模
造
に
使
用
し
た
ラ
ミ
ー
は
布
幅
が
三
六
セ
ン
チ
で
一
セ
ン
チ
実
物
の
用
布
よ
り
狭
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
こ
の
ω白
麻
地
波
文
様
胴
着
の
復
元
模
造
品
は
、
布
幅
を
両
耳
の
縫
代
限
度
の
線
ま
で
使
用
し
て
い
る
よ
う
な
次
第
で
、
身
幅
、
背
幅
、
袖
幅
等
の
位
置
で
は
、
縫
代
が
極
め
て
少
註
7
な
く
な
っ
て
い
る
。
襟
首
ど
め
の
釦
(
本
稿
l
上
l
、
美
術
研
究
三
三
四
号
図
版
I
、
挿
図
l
C
、
挿
図
3
、
四
頁
上
段
の
襟
及
び
襟
附
の
項
照
合
)
は
、
類
似
し
た
も
の
を
用
い
た
。
つ
け
紐
は
で
は
本
体
の
地
質
よ
り
質
の
劣
る
上
布
が
用
い
て
あ
る
(
本
稿
l
上
l
、
美
術
研
究
三
三
四
号
四
頁
め
ん
註
8
上
段
の
、
紐
・
紐
附
)
が
、
復
元
模
造
に
は
自
の
綿
モ
ス
リ
ン
を
用
い
た
。
主
要
箇
所
の
法
量
は
、
後
丈
(
背
丈
)
九
0
セ
ン
チ
、
前
丈
(
こ
の
場
合
は
、
襟
首
回
り
の
肩
山
位
置
か
ら
前
身
頃
の
裾
ま
で
垂
直
に
測
っ
た
長
き
)
九
0
・
五
セ
ン
チ
、
桁
六
七
・
五
セ
ン
チ
、
袖
幅
二
一
セ
ン
チ
、
袖
丈
二
九
セ
ン
チ
で
、
重
量
は
二
四
0
グ
ラ
ム
。
(2) 
三
つ
葉
葵
文
様
藍
型
染
胴
着
の
復
元
模
造
裂
地
、
中
入
綿
等
準
備
正面全図a 
原
品
一
原
品
は
表
裂
と
裏
裂
は
同
種
の
贋
幅
物
の
平
絹
が
準
備
さ
れ
、
表
裂
用
に
は
藍
の
小
紋
染
が
、
70 
裏
裂
用
に
は
藍
無
地
染
が
行
わ
れ
た
よ
う
観
察
さ
れ
た
(本
稿
l
上
l
、
美
術
研
究
三
三
四
号
五
頁
「
染
色
」
の
項
並
び
に
同
七
頁
上
段
「
裂
幅
・
地
合
・地
質
」
の
項
参
照
)
が
、
復
元
模
造
で
は
表
裂
と
裏
裂
は
別
の
も
の
を
準
備
し
た
。
表
裂
に
は
幅
四
二
セ
ン
チ
の
羽
二
重
を
一
枚
分
約
七
メ
ー
ト
ル
必
要
な
計
算
か
ら
、
川
の
胴
着
と
同
様
三
枚
作
成
す
る
の
で
そ
の
三
倍
、
即
ち
二
一
メ
ー
ト
ル
と
、
附
紐
用
の
を
二
メ
ー
ト
ル
(紐
は
一
枚
分
が
一六
セ
ン
チ
幅
の
を
約
九
0
セ
ン
チ
必
要
と
す
る
の
で
、
た。 三
枚
作
成
に
当
っ
て
は
そ
の
倍
は
入
用
)
の
、
計
二
三
メ
ー
ト
ル
に
試
験
染
用
分
を
加
え
て
準
備
し
裏
裂
の
藍
の
無
地
染
用
に
、
九
0
セ
ン
チ
幅
の
羽
二
重
を
計
一
一
メ
ー
ト
ル
準
備
し
た
。
一
枚
に
つ
き
三
六
0
セ
ン
チ
で
三
倍
の
大
き
き
の
金
欄
を
準
備
し
た
。
襟
裂
は
一
枚
の
胴
着
に
、
幅
二
七
セ
ン
チ
の
も
の
が
約
五
八
セ
ン
チ
必
要
で
あ
る
の
で
、
そ
の
中
入
綿
は
、
胴
着
一
枚
に
つ
き
、
吹
留
真
綿
一
五
0
グ
ラ
ム
の
も
の
が
二
枚
と
、
袋
真
綿
二
五
背面全面
c 背面部分
挿図1 復元模造三つ葉葵文様藍型染胴着
b 
セ
ン
チ
×
一
五
セ
ン
チ
の
大
き
さ
の
も
の
二
O
枚
日光山輪王寺蔵
必
要
で
あ
る
た
め
そ
の
三
倍
が
準
備
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
紫
地
金
糸
入
組
紐
を
三
枚
分
用
意
し
た。
染
型
紙
は
片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
の
復
元
模
造
の
時
と
同
様
(
美
術
研
究
三
三
二
号
拙
稿
二
五
頁
参
照
)
稲
垣
型
彫
庖
に
依
頼
し
た
。
松
原
中
形
藍
染
工
房
で
の
藍
染
は
原
品
の
防
染
糊
は
表
側
の
片
面
糊
置
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
復
元
模
造
も
片
面
糊
置
の
型
付
を
し
、
糊
が
乾
い
た
後
に
、
藍
に
浸
染
し
、
そ
の
後
は
、
水
洗
、
乾
燥
、
仕
上
げ
と
藍
染
一
般
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
裏
裂
は
原
品
は
表
裂
と
同
質
の
裂
地
を
藍
の
無
地
染
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
復
元
模
造
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
別
の
裂
地
の
も
の
を
藍
に
浸
け
て
無
地
に
染
め
た
。
仕
立
て
ω白
麻
地
波
文
様
胴
着
の
復
元
模
造
と
同
様
に
し
て
三
領
作
ら
れ
た
内
わ
け
は
、
日
光
山
輪
王
寺
に
納
め
ら
れ
る
も
の
と
、
共
立
女
子
大
の
も
の
と
は
共
立
女
子
大
家
政
学
部
被
服
研
究
室
で
、
松
原
中
形
藍
染
工
房
の
も
の
は
松
原
と
も
子
夫
人
の
手
で
仕
立
て
ら
れ
た
。
三
領
と
も
原
品
の
仕
立
て
に
殆
ど
の
個
所
を
忠
実
に
従
っ
て
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
ω自
麻
地
波
文
様
胴
着
の
復
元
模
造
時
の
要
領
同
様
に
、
出
来
上
り
す
法
は
、
左
右
相
称
の
個
所
で
原
品
の
寸
法
が
左
右
異
る
場
合
は
、
そ
の
差
に
つ
い
て
検
討
し
、
特
別
の
理
由
が
考
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
れ
を
仕
立
て
た
時
点
の
誤
差
や
裂
地
の
自
然
の
縮
み
や
伸
び
と
考
え
て
す
法
の
多
い
方
に
統
一
し
た
。
裾
袖
は
、
原
品
の
裾
袖
の
出
方
が
不
自
然
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
仕
立
て
た
当
初
は
出
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
裏
裂
や
中
入
綿
の
垂
れ
な
ど
が
原
因
で
出
て
き
た
も
の
と
判
断
し
、
復
伝上杉謙信所用白平絹綿入鎧下着
伝上杉景勝所用型染麻鎧下着
重文
重文
挿図12
掃図13
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
下
元
模
造
品
は
表
裂
と
裏
裂
が
突
き
合
わ
せ
に
仕
立
て
ら
れ
る
毛
抜
合
わ
せ
に
し
た
。
更
に
復
元
模
し
た
。
造
品
に
は
、
今
後
の
垂
れ
を
防
ぐ
意
味
で
、
原
品
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
背
綴
じ
と
裾
綴
じ
を
施
主
要
個
所
の
法
量
は
、
後
丈
(
背
丈
)
九
一
セ
ン
チ
、
前
丈
(
こ
の
場
合
も
ω白
麻
地
波
文
様
胴
着
と
同
様
、
襟
首
回
り
の
肩
山
位
置
か
ら
前
身
頃
の
裾
ま
で
垂
直
に
測
っ
た
長
さ
)
九
一
セ
ン
チ
、
桁
六
0
グ
ラ
ム
。
五
・
五
セ
ン
チ
、
袖
幅
三
四
・
五
セ
ン
チ
、
袖
丈
三
六
セ
ン
チ
で
、
綿
入
れ
仕
立
、
重
量
は
六
五
五
士
口
P
V干
仲
・
び、
以
上
日
光
山
輪
王
寺
に
徳
川
家
康
の
二
十
一
回
忌
に
当
る
寛
永
十
三
年
四
月
十
七
日
の
、
「
日
光
山
東
照
社
二
十
一
回
神
忌
」
に
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
装
束
と
共
に
伝
来
し
た
三
領
の
胴
着
、
即
ち
舞
楽
装
束
と
は
何
等
関
連
の
な
い
衣
料
三
領
に
つ
い
て
調
査
の
結
果
を
詳
そ
れ
ら
の
工
程
中
に
得
そ
れ
ら
の
修
理
や
復
元
模
造
の
経
緯
を
述
べ
て
、
述
し
、
更
に
た
発
見
知
見
を
ま
と
め
て
詳
述
し
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
こ
れ
ら
三
領
の
胴
着
は
、
寛
永
十
三
年
四
月
十
七
日
に
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
の
装
束
と
は
無
縁
で
は
な
い
」
結
論
伝上杉景勝所用紅縮緬綿入鎧下着
上杉神社蔵山形県
重文掃図14
を
得
た
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
こ
れ
ら
三
領
の
胴
着
は
、
寛
永
十
三
年
に
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
装
束
と
は
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
挿図12-14
胴
着
と
称
さ
れ
て
伝
来
し
て
き
た
こ
れ
ら
二
領
は
、
室
町
・
桃
山
・
江
戸
初
頭
の
遺
品
資
料
中
鎧
下
着
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
衣
活
浜
、
」
!
l
 形
態
・
地
質
・
仕
立
て
方
等
全
く
同
71 
一
美
術
ワ恒
ブL
第
註
9
系
で
あ
り
(
挿
図
ロ
i
m参
照
)
、
そ
の
名
称
は
、
寛
永
も
十
三
年
頃
に
な
る
と
戦
争
と
は
無
ノ、
<=J 
τ王
石汗
縁
の
平
和
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
来
の
鎧
の
下
に
着
込
む
機
能
が
人
々
の
念
頭
か
ら
薄
れ
て
来
て
、
遂
に
は
本
来
の
目
的
も
名
称
も
な
く
な
っ
て
、
鎧
下
着
の
形
態
、
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
胴
着
と
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
帰国16 伝徳川頼宣所用白地雲文鍛子鎧下着
こ
れ
ら
胴
着
三
領
の
、
形
態
や
挿図15 伝徳川頼宣所用麻葵紋入小紋染鎧下着
仕
立
て
方
、
裂
地
の
織
や
染
色
、
何
れ
の
立
場
か
ら
も
註
叩
江
戸
前
期
の
前
半
を
下
ら
な
い
。
文
様
等
は
、
寛
永
十
年
j
十
三
年
頃
の
出
来
と
考
え
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
日
光
山
東
照
社
二
十
一
回
神
忌
に
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
装
束
と
共
に
、
爾
来
伝
え
ら
れ
て
来
た
の
は
恐
ら
く
そ
の
神
忌
に
舞
楽
を
演
じ
た
人
達
掃図17 伝徳川頼宣所用麻唐草模様型染鎧下着
四
四
月
十
七
日
と
い
え
ば
が
、
出
を
待
つ
聞
に
で
も
着
た
り
、
日
光
は
ま
だ
肌
寒
い
時
期
で
あ
る
か
ら
。
そ
の
よ
う
に
そ
の
時
使
用
さ
れ
た
胴
着
三
領
で
、
ら
れ
て
、
羽
織
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旧
暦
の
72 
そ
の
折
の
舞
楽
装
束
と
共
に
一
括
大
形
木
箱
の
一
つ
に
納
め
た
と
え
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。共
に
伝
え
ら
れ
て
こ
の
推
測
が
当
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
こ
の
三
領
は
来
た
舞
楽
装
束
と
は
殆
ど
時
期
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
染
織
の
立
場
か
ら
も
、
服
飾
の
面
か
ら
も
、
時
代
が
殆
ど
明
確
に
押
え
ら
れ
る
優
品
が
、
そ
れ
も
胴
着
と
か
鎧
下
着
と
い
っ
た
遺
品
資
料
の
僅
少
な
も
の
が
、
今
回
三
領
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
が
大
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
確
認
に
は
、
修
理
と
復
元
模
造
製
作
の
機
会
が
得
ら
れ
た
事
由
が
極
め
て
大
き
く
、
改
め
て
日
光
山
輪
王
寺
の
御
理
解
あ
る
御
厚
意
に
謝
す
次
第
で
あ
る
。
(
一
九
八
六
年
四
月
)
伝徳川頼宣所用麻震に小花小紋鎧下着
紀州東照宮蔵和歌山県挿図15-18
掃図18
19-a 
b 
b 
萌黄地入子菱つなぎ文様型染縮
緬五つ紋付綿入羽織
a正面全図 b背面全図 c部分
挿図20 萌黄地入子菱つなぎ文様型染縮
緬草羽織
a正面全図 b部分
紺地社丹唐草文様型染縮緬車羽織
a正面全図 b背面全図 c部分
挿図19~21 伝尾張徳川家二代光友所用
20-a 21-a 
b 
挿図19
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
下
挿図21
C 
註
徳川美術館蔵
あ
お
そ
原
料
の
苧
麻
の
青
苧
を
、
歯
と
爪
で
可
能
な
限
り
細
く
さ
い
て
繋
い
で
い
く
作
業
。
継
ぎ
方
に
、
先
ず
結
ん
で
そ
の
結
び
目
の
余
り
の
糸
を
撚
り
つ
け
て
お
く
経
糸
の
方
法
と
、
撚
り
合
わ
せ
る
だ
け
の
緯
糸
の
方
法
と
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
ミ
ユ
|
ジ
ア
ム
一
O
九
号
の
拙
稿
「
小
千
谷
縮
・
越
後
上
布
」
註
3
の
苧
績
み
参
照
。
7
原
品
の
布
幅
は
三
七
セ
ン
チ
前
後
あ
る
が
、
復
元
模
造
品
用
に
準
備
し
た
用
布
の
布
幅
は
三
六
セ
ン
チ
で
あ
る
た
め
、
原
品
で
布
幅
が
一
杯
に
使
つ
で
あ
る
(
布
幅
の
両
側
の
耳
か
ら
一
セ
ン
チ
前
後
|
0
・
七
1
一
・
一
セ
ン
チ
ー
の
と
こ
ろ
に
縫
目
が
あ
る
の
を
通
常
布
幅
|
或
は
き
れ
幅
l
一
杯
使
う
と
い
う
。
)
身
幅
や
背
幅
、
袖
幅
の
位
置
で
は
、
少
し
で
も
原
品
に
近
い
寸
法
に
し
よ
う
と
し
て
縫
代
分
を
少
く
、
織
耳
に
寄
っ
た
個
所
を
縫
っ
て
い
る
の
で
縫
代
が
極
め
て
少
な
く
な
る
。
8
通
常
「
新
モ
ス
」
と
い
わ
れ
て
い
る
綿
毛
斯
倫
(
め
ん
も
す
り
ん
)
で
あ
る
。
綿
モ
ス
と
も
い
う
。
地
合
が
粗
い
薄
地
の
平
織
綿
布
。
通
常
二
幅
の
金
巾
生
地
に
加
工
し
て
、
柔
軟
に
、
布
面
に
毛
立
ち
を
施
し
て
、
手
触
り
を
純
毛
モ
ス
リ
ン
に
擬
し
た
も
の
を
い
う
。
9
拙
稿
「
上
杉
家
伝
来
鎧
下
着
・
着
込
み
・
頭
巾
等
四
領
二
個
」
上
・
下
(
美
術
研
究
二
九
了
二
九
四
)
に
所
載
の
伝
景
勝
所
用
鎧
下
着
二
領
、
伝
謙
信
所
用
鎧
下
着
一
領
、
伝
謙
信
所
用
鎖
惟
子
一
領
、
徳
川
美
術
館
所
蔵
の
伝
徳
川
家
康
所
用
「
責
縮
緬
根
芹
雪
輪
文
型
染
鎧
下
着
」
、
名
古
屋
城
所
蔵
の
伝
織
田
信
長
所
用
鎧
下
着
二
領
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
伝
徳
川
家
康
所
用
葵
紋
縁
飾
繍
鎧
下
着
、
及
び
拙
稿
「
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
、
中
」
(
美
術
研
究
三
一
O
号
)
に
所
載
の
伝
頼
宣
所
用
鎧
下
着
七
領
、
袴
下
三
腰
と
半
身
、
鎧
下
着
用
紗
綾
帯
一
保
、
紗
綾
く
け
紐
(
芯
入
)
五
条
等
の
論
文
、
図
版
写
真
、
挿
図
写
真
、
実
測
図
等
照
合
さ
れ
た
い
。
尚
、
こ
れ
ら
は
美
術
研
究
に
発
表
後
の
拙
著
「
上
杉
家
伝
来
衣
裳
」
(講
談
社
、
昭
和
四
四
年
発
行
)
、
「
紀
州
東
照
宮
の
染
織
品
」
(
芸
州
堂
、
昭
和
五
五
年
発
行
)
に
原
色
図
版
を
多
く
し
て
紹
介
し
た
。
更
に
、
そ
の
後
の
発
見
資
料
と
し
て
、
金
続
叢
書
第
五
輯
(昭
和
五
十
三
年
三
月
発
行
)
所
載
の
徳
川
義
宣
氏
論
文
「
桃
山
時
代
の
衣
服
|
新
出
史
料
徳
川
家
康
所
用
|
」
に
、
新
出
鎧
下
着
二
領
と
し
て
稲
垣
長
賢
氏
所
蔵
の
「
白
練
緯
地
葵
紋
桐
模
様
辻
ケ
花
染
鎧
下
着
」
と
榊
原
政
春
氏
所
蔵
の
「
淡
浅
葱
倫
子
地
紗
綾
形
に
蓮
華
文
辻
ケ
花
染
葵
紋
鎧
下
着
」
が
、
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
合
わ
せ
て
照
合
い
た
だ
き
た
し
。
日
名
古
屋
の
徳
川
美
術
館
に
尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
(寛
永
二
年
l
元
禄
六
年
E
N
U
j
H
m
∞ω)
所
用
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
縮
緬
地
に
小
紋
染
の
羽
織
が
三
領
(
挿
図
問
、
初
、
幻
)あ
り
、
そ
の
う
ち
の
こ
領
は
蔚
賞
地
入
子
菱
繋
ぎ
の
文
様
の
同
裂
で
、
一
領
は
五
つ
紋
付
無
双
仕
立
の
綿
入
、
一
領
は
表
だ
け
の
仮
仕
立
の
よ
う
で
襟
裂
は
縫
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
η
6 
愛知県C 
二
五
美
号
内
九
六
こ
れ
は
紋
付
で
は
な
い
。
も
う
一
領
は
紺
地
牡
丹
唐
草
文
様
小
紋
染
の
単
羽
織
、
紋
付
で
は
な
く
、
こ
れ
は
仕
立
上
っ
て
い
る
単
仕
立
が
明
ら
か
な
、
晒
落
用
の
羽
織
と
見
受
け
ら
れ
た
。
文
様
は
一
重
蔓
の
中
牡
丹
唐
草
。
こ
の
三
領
の
縮
緬
地
の
小
紋
染
羽
織
は
、
日
光
山
輪
王
寺
の
胴
着
よ
り
は
二
、
三
十
年
は
時
代
が
下
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
小
紋
染
と
し
て
は
年
代
の
押
き
え
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
小
紋
染
の
文
様
が
、
小
花
小
紋
的
な
、
所
謂
小
紋
の
柄
か
ら
、
今
で
い
う
中
形
的
な
文
様
に
、
図
様
も
大
き
さ
も
移
向
し
て
行
く
も
の
が
あ
る
こ
と
が
、
輪
王
寺
の
小
紋
染
胴
着
と
尾
張
二
代
徳
川
光
友
所
用
小
紋
染
羽
織
を
観
察
し
て
い
る
と
窺
わ
れ
、
や
が
て
そ
の
系
統
の
型
染
が
後
世
の
中
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
そ
の
曙
光
を
見
る
思
い
で
あ
る
。
術
研
第
図
地
蔵
菩
薩
立
像
木
造
彩
色
釈
迦
如
来
坐
像
同
木
造
金
泥
・
漆
箔
四
a
阿
弥
陀
如
来
立
像
b 
同
木
、昼ュ
1旦
漆
箔
五
a
阿
弥
陀
如
来
立
像
b 
同
木
、止K
1旦
漆
箔
ー..Lー・
F¥  
千
手
観
音
立
像
木
、血
1旦
漆
箔ニ
宅
久
雄
「
仏
師
行
快
の
事
蹟
」
参
照
下
巻
部
分
早
満
二
珠
に
よ
り
新
羅
軍
を
破
る
大
阪
逸
翁
美
術
館
蔵
下
巻
部
分
神
功
皇
后
岩
に
碑
文
を
書
く
上
巻
部
分
箱
崎
の
し
る
し
の
松
に
八
幡
降
る
上
巻
竪
二
七
・
o
m
全
長
六
三
六
・
四
叩
下
巻
竪
二
七
・
o
m
全
長
八
二
三
・
二
叩
七
l
九
宮
次
男
「
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
と
八
幡
宮
縁
起
下
」
参
照
十
a
金
入
嬬
珍
胴
着
修
理
後
正
面
同
背
面
七
J¥. ー
幡上
大ハ
主主
薩
御
縁
起
八
同
九
同
紙
本
著
色
巻
子
装
b 
版
要
工頁
二
六
74 
大
阪
藤
田
美
術
館
蔵
正
面
玉
眼
像
高
五
八
・
九
叩
京
都
大
報
因
仙
寺
蔵
左斜
側左
面側
面
玉
眼
像
高
八
九
・
三
m
滋
賀
阿
弥
陀
寺
蔵
正
面
左
側
面
玉
眼
像
高
九
七
・
五
m
大
阪
iじ
寓
蔵
正
面
左
側
面
玉
眼
像
高
八
二
・
一
叩
十
京
都
妙
法
院
蔵
四
九
O
号
像
高
二
ハ
六
・
o
m
栃
木
輪
寺
蔵
王
丈
九
三
m
桁
六
五
叩
袖
幅
三
四
m
袖
丈
三
六
m
神
谷
柴
子
「
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
下
」
参
照
